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（株）東芝（株）東芝

 

姫路半導体工場姫路半導体工場

 

サイトレポート情報サイトレポート情報

ごあいさつごあいさつ

２０１０年度の環境の主な取組み２０１０年度の環境の主な取組み

製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介

環境コミュニケーションの紹介環境コミュニケーションの紹介

姫路半導体工場は、美しい景勝地や資源の宝庫である瀬戸内海に隣接した立地条件の中で事業

 

活動を継続しています。私たちは、日々この恵まれた自然環境の恩恵を受けていることに感謝し、東

 

芝グループの環境基本方針である「“かけがえのない地球環境”を、健全な状態で次世代に引き継

 

いでいくことは、現存する人間の基本的責務」との認識のもと、「地球にやさしい工場」の構築に向け

 

て環境負荷の低減、コンプライアンスの徹底、地域との協調などの環境保全の取り組みを

 

継続していきます。

☆ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステム

 

：

 

2007年8月にセミコンダクター社統合認証を取得、2010年6月に更新審査

☆地球温暖化防止の推進

 

目標達成

省エネ施策によるCO2排出量削減実績：2,336トン-CO2(目標

 

1,978トン-CO2 以上削減)

除害装置導入によるPFC排出量抑制実績：16GWP千トン

 

（目標

 

17GWP千トン）

☆資源の有効利用推進

 

目標達成

廃棄物総排出量実績

 

：2,586トン（目標

 

3,641トン

 

以下）

☆環境リスクの低減

 

目標達成

化学物質の排出量実績：

 

30.1トン（目標

 

33トン

 

以下）

☆環境コミュニケーションの推進

地域各種環境行事への参加（22件）、環境報告書発行、東芝150万本の森づくり、環境ポスター募集、清掃ボランティア活動等

☆環境意識の向上

環境月間・3R推進月間・省エネ月間における環境啓発活動、環境ニュース配布等

☆資材取引先に関する環境配慮

取引先に指導・支援（2社3工場）、廃棄物処理委託先現地確認（7件）

☆環境改善の推進

マネジメントと連動した環境改善を推進（190件）

所在地

 

：兵庫県揖保郡太子町鵤300

主要製品：ディスクリート半導体素子（小信号・パワーデバイス）の製造

ISO14001認証取得：1997年7月

 

セミコンダクター社グループ統合認証取得：2007年8月、最新更新年月：2010年8月
ISO14001認証番号：EC98J2014

敷地面積：114,000ｍ２、建家面積：60,000ｍ２、緑化率14.8％(規制対象外)

設立

 

：1982年2月、正規従業員：1,100人

 

（2011年3月末現在）

環境保全責任者

 

村上浩一

・地域との交流

東芝150万本の森づくり、環境報告書発行、環境啓発ポスター募集・

 

選考会、清掃ボランティア活動

 

など

・自治体等主催行事参画

チャレンジ25 、

 

CO2削減・百万人の環キャンペーン、関西エコオフィス、

 

列島クリーンキャンペーン、県連絡協議会研修会、「あおぞら」表紙写真など

小信号デバイス

《主な用途》
・通信機器
・携帯電話
・ＯＡ機器

パワーデバイス

《主な用途》
・ＯＡ機器
・一般家電
・産業機器

ハイパワーデバイス

《主な用途》
・電気鉄道
・産業機器
・電力変換

インテリジェントデバイス

《主な用途》
・エアコン
・給湯器
・自動車

姫路半導体工場で製造しているディスクリート半導体は、再生可能エネルギー

 

発電やスマ－トグリッド、電気自動車、家電製品など幅広い用途に使われてい

 

ます。高効率化や小型化により、機器の省エネ、省資源を支えるとともに、電力

 

インフラのキーデバイスとして持続可能な社会の構築に貢献していきます。
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環境方針環境方針

㈱東芝セミコンダクター社

 

姫路半導体工場

 

環境方針
－ 理念 －

東芝 セミコンダクター社グループは、東芝グループの環境基本方針である、「"かけがえのない地球環境"を、健全

 

な状態で次世代に引き継いでいくことは、現存する人間の基本的責務」との認識に立って、東芝グループ環境ビジョ

 

ンのもと、豊かな価値の創造と地球との共生を図ります。低炭素社会、循環型社会、自然共生社会を目指した環境

 

活動により、持続可能な社会の実現に貢献します。

－ 方針 －

（株）東芝

 

姫路半導体工場は、豊かで美しい瀬戸内海や、世界文化遺産の姫路城など歴史的文化財と近接してお

 

り、この自然環境を未来の子供たちに残す事が重要な課題であることを深く認識し、設計・製造における環境負荷低

 

減を経営と調和させながら積極的に行います。

また、ディスクリート半導体の製造拠点として、東芝セミコンダクター社グループの環境方針に基づき、環境に配慮

 

した製品の開発や生産活動の推進などの企業活動を実践し、環境配慮型製品の提供と組み込まれた最終製品にお

 

ける環境負荷低減への寄与により、社会に貢献することを目指します。

１．倫理観（コンプライアンス）と継続性（サステナビリティー）

１）当工場の環境側面に適用可能な環境に関する法令およびその他の要求事項を遵守するとともに、

 

自主管理基準を設けて一層の汚染予防および環境保全レベルの向上を図ります。

２）環境活動レベルの向上を図るため、監査の実施や活動のレビューにより環境マネジメントシステム

 

の継続的な改善を行い、効果的な運用を推進します。

２．実行(エクセキューション)

１）環境への取り組みを経営の最重要課題の一つとして位置づけ、環境影響評価結果などを基に、環境

 

目的・環境目標および推進計画を設定し、積極的な活動を推進します。

２）事業活動・製品・サービスに係わる環境側面について、生物多様性を含む環境への影響を評価し、

 

環境負荷の低減に配慮した次の環境活動を推進します。

（１）環境調和型製品の開発と生産

 

最終製品の環境負荷低減のために、開発時や移管受け時の環境事前評価を行い、環境調和型製品

 

の生産に努めます。

（２）地球温暖化の防止

 

製造設備などで使用される電力・ガス消費量の抑制（ＣＯ２排出量の削減）および管理の徹底を

 

中心とした省エネルギー・温暖化ガス排出削減施策の実施により地球温暖化防止を推進します。

（３）資源の有効活用

 

循環型社会構築のために、生産性の向上、廃棄物の総排出量の削減、水資源の受入れ量削減施策

 

の実施により資源の有効活用を推進します。

（４）特定化学物質の管理

 

使用する化学物質の管理ならびに特定化学物質の環境排出量の削減または代替化施策の実施に

 

より、環境リスクの低減に努めます。

（５）製品の環境品質（特定環境関連物質の使用禁止，全廃，削減）

 

当社の方針を基本として推進し、同意したお得意様の方針と整合させます。

（６）環境情報の開示

 

工場環境報告書などにより、工場における環境情報を開示します。

３）生物多様性の保全を行うために、事業活動が生物多様性に及ぼすかかわりを把握し、影響の低減を

 

図るとともに、地域とのコミュニケーションを深め社会貢献活動を推進します。

４）環境教育、社内広報活動などを行い、本組織で働くすべての人々に環境方針の理解と環境に関する

 

意識向上を図るとともに、関係会社・主要協力会社などの取引先の指導支援を行います。

この環境方針は社内外に開示するとともに、組織内へ周知し方針に沿った企業活動を推進します。

２０１１年４月１日

㈱東芝

 

セミコンダクター社

 

姫路半導体工場

環境保全責任者

 

.
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環境負荷データ環境負荷データ

エネルギー使用量（単位：ｋＬ） ＣＯ２

 

排出量（単位：トンーＣＯ２

 

）

水の使用量（単位：千ｍ３） 排水量（単位：千ｍ３）

廃棄物最終処分量と最終処分率（単位：トン、％）廃棄物総発生量（単位：トン）

化学物質削減対象物質の取扱量推移（トン） 化学物質削減対象物質の排出量推移（トン）

主な廃棄物名：汚泥、廃プラスチック、金属、廃油

 

等

主な化学物質：硫酸、塩化水素、メチルアルコール、プロピレングリコールモノメチルエーテル

 

等

*

 

排水、及び純水処理に使用する物質については、管轄変更(2007/4～)に伴い2006年度までは姫路工場、2007年度より姫路半導体工場分として表示。
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遵法管理状況（太子地区）遵法管理状況（太子地区）

排水の主な測定結果（酸又はアルカリによる表面処理施設等）

大気の主な測定結果（多管式小型貫流ボイラー：都市ガス使用）

環境事故・指導指摘・苦情の有無

状況

環境事故発生の有無 なし

工場周辺や地域での環境問題発生の有無 なし

行政からの指導・指摘の有無 なし

近隣住民からの苦情の有無 なし

規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) 5.8～8.6 6.0～8.0 6.9～7.6 １回／月

ＢＯＤ（ｍｇ／L） 35 9 1.4 １回／月

ＣＯＤ（ｍｇ／L） 35 8.6 3.2 １回／月

ＳＳ（ｍｇ／L） 50 11 3.4 １回／月

窒素（ｍｇ／L） 40 14 4.9 １回／月

フッ素（ｍｇ／L） 8 2.0 1.7 １回／月

規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

ＮＯｘ（ppm） 対象外 27 22 １回／年

ＳＯｘ（Nm3/ｈ） 対象外 － － －

ばいじん（mg/Nm3） 対象外 50 <1 １回／年

騒音・振動の主な測定結果（圧縮機・送風機等）

測定場所：時間 規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

騒音（ｄＢ） 敷地境界：昼 60/65 59/64 53/54 １回／年

敷地境界：夜 45/50 44/49 44/49 １回／年

振動（ｄＢ） 敷地境界：昼 60/65 55/60 <30 / <30 １回／２年

敷地境界：夜 55/60 50/55 <30 / <30 １回／２年

その他の測定結果（下水の主な測定結果）

規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) 5.0～9.0 6.2～8.5 7.0～7.7 １回／月

ＢＯＤ（ｍｇ／L） 600 300 97 １回／月

ＳＳ（ｍｇ／L） 600 300 94 １回／月
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